
平成27年度学校評価アンケート「ご意見・ご要望」 

【生徒の概要】【回答数】44 人／177 人／180 人（意見・要望数／アンケート提出数／アンケート依頼数） 

 

１ 設備の改修やトイレ、校舎の美化に関する意見が多かった。 

⇒ 破損箇所はできる限り早期に対応をしたい。トイレの美化については、清掃指導を徹底 

するとともに使用マナーについて指導する必要がある。 

 

２ 頭髪・服装検査（検査基準、回数等）について多くの意見があった。 

⇒ 教職員間で指導の統一を行い、不公平感のない身だしなみ指導への改善を図りたい。 

 

３ 授業の内容について「分かりにくい」、「ペースが悪い」などの指摘があった。 

⇒ 真摯にとらえ、生徒の実態に合わせた授業展開となるよう、各教科間で授業研究を実施

したり、生徒による「授業アンケート」等を活用したりして、授業改善に努める工夫が必

要である。 

 

４ 部活動に対して、活動時間が長く、勉強時間や睡眠時間を取ることができないという意見が

多数あった。また、予定表がなく家族の予定が組めないという意見も多かった。 

⇒ 生徒・保護者と部顧問間の連携を一層密にするとともに、現状や要望を把握して改善す 

べき点は早急に対応を図りたい。 

 

【保護者の概要】【回答数】40 人／172 人／180 人（意見・要望数／アンケート提出数／アンケート依頼数） 

 

１ 本年度の重点目標「社会に貢献する工業人財の育成～気力・体力・技術力をみがく～」につ

いて、具体的な内容が分からないとの意見が寄せられた。 

⇒ 今後は、ＰＴＡ総会での説明以外にも、ＨＰや広報誌などを用いて、具体的に何をどう 

取り組むかを情報提供していきたい。 

 

２ 身だしなみ検査が「厳しい」、「基準が分かりにくい」との意見が多数寄せられた。 

⇒ 生徒のみならず保護者にも、身だしなみ検査の意義と、不合格部分について伝えるよう 

にしていきたい。 

 

３ 部活の活動時間に関わる意見が多数寄せられた。 

⇒ 熱心なあまり活動時間を延長してしまう部活が多々見られる。部活動が最優先となっ

て学習や学校生活等にしわ寄せがくることのないよう、常識的な範囲で活動するように

顧問に周知徹底を図るとともに、日頃から保護者と連絡を密にするよう取り組みたい。 

 

４ 教職員の資質や姿勢に対する意見が寄せられた。 

⇒ 内容について教職員に周知し、改善を図っていきたい。 


